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  令和4年11月1日から 令和5年10月31日まで 
 
 
 
  

 
 特定非営利活動法人 下肢静脈瘤研究所  

 
１ 事業の成果 
 
  一次性下肢静脈瘤の発生・発症のメカニズムを探る目的にて、症状や所見をまとめて統計処理の為 
 の準備を開始していたが、コロナ禍が明けてからも昨年同様に活動が停滞してしまった。 
  また、下肢静脈瘤はじめ静脈疾患全般に関しての正しい知識の普及の為、各学会・研究会・講演会 
 に今年度も参加し発表などをおこなった。 
   一般向けの季刊誌発行にむけて準備を進めていたが、こちらも昨年同様に活動できず来期に持ち越 
 しとなった。 
 活動をご支援頂くよう季刊誌に広告掲載し、企業の賛助会員を増やしていく活動も必要と思われる。 
  ホームページについては充実させるため内容追加し、今後も更新していく予定。 
 次年度は下肢静脈瘤の発生母地、発生要因に関する臨床的免疫学的研究を進めるべく事業計画に組み 
 入れたい。 
 

 
２ 事業の実施に関する事項 
 
（１） 特定非営利活動に係る事業 

 
 

 

事業名 事 業 内 容 実 施 
日 時 

実 施 
場 所 

従事者 
の人数 

受益対象者 
の範囲及び 
人 数 

事業費の 

金額 

（千円） 

 

  
下肢静脈瘤に

関する 

研究事業 

 
下肢静脈瘤と正常静脈 

との病理学的対比 

 
 

随時 

 
お茶の水血管外

科クリニック 

 
 

1 

 
外来患者 

20名 

 
 

0 

 

 
下肢静脈瘤に

関する疫学的
調査研究事業 

 

 
下肢静脈瘤患者の頻度と 

病態による分布を明確に 
する 

 
 

随時 
 

 
お茶の水血管外

科クリニック 

 
 

1 
 

 

 
外来患者 

100名 

 
 

0 
 

 
 

 

下肢静脈瘤に

関する 
啓発事業 

 

研究の国際交流を行う 

特にヨーロッパ、USA他 
UVF、AVF、ASF、IUP 

 

 

 

随時 
 

 

お茶の水血管外

科クリニック 

 

 

2 
 

 

外国患者 

1,000名 

 

 

50 

静脈疾患全般

に関する 
総合的研究啓

発事業 

 

 静脈性色素沈着に関する 
 基礎的研究と治療法の確 
立に向けての臨床研究 

 

 
随時 

 

 

お茶の水血管外
科クリニック 

 

 
1 

 

外来患者 
1,000名 

 

 
0 

 

 

全各号に付帯
又は関連する

一切の事業 

 

下肢静脈瘤治療後の静脈 
•静脈血流の変化を明ら 

かにする 

 

 
随時 

 
 

 

 

 

お茶の水血管外
科クリニック 

 

 
1 

 

 

治療患者 
2,000名 

   

 
0 

 
 
（２）その他の事業 

 

事業名 事 業 内 容 実 施 
日 時 

実 施 
場 所 

従事者 
の人数 

事業費の 
金額 

（千円） 

 

 
 事業なし 

     

   




